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E 33 食 生夷と衣歩哨μ お｛いir､ﾄ り ｝
大 今前女ヽ手短大　o 准山謳y
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実詞､と息録□ や^ 報）衣生蕩にっい７
邦｝ 中野武刀　恥'汐 忍 後口英 ｝

目的　才/  耘り| き続さ，;ki 九 の調 査い 彷 い，消費文憾を祀梶 し，九ヽ旧 沁4 他浹

とな 多雍(りり-, 消与 島嶺 の関連帷にっ いて比軟検討リ こ。

さ広　頌肴対 象痢ち　才 ／林の畑t 心痛ふi 同揉V あ乱 衣 生-y'&にっいT  It 演 黄負託，

｀ 乱繊 £ぶに網^- し( 衣服ド 樗i  ＼癩望の段鴫 焼? f . フ ダ-e サリーI'v  対|    t態 度. 象限

の入今方勾 和曝のχ申良， 衣服の悟ほ中止め理 由， 来降,ｸﾞ)繊維 バな こく状況など氷 つい

て}  ,    屹い

i ?fりぷっT< 。
紘 歌　私生池 に対^l 貸,羨it， 琵帰かレーろ　 零彰ど=t I'かなり堅% でヽあ貼　学生の方

*＼"'ふリファフK3  ﾀ″ダ･レで･あフr-。I ら｢ 食と一衣 の% イリ^ 時の曳岸 八I 荼じめ， フタ

ヽ･y^  ツ瀋 向， 節励起剛 簡便?^- (もill  破 匙剛 健 床が 卵 匹 ヽ町 食 曾遠と収 虹遠の消

膏 丸機 に聞迪捗がみられμ。

E 34
私限布iこa;If る渇齢考の生漏実剱fo-よび生滅構ま（ 第3 叔 ）

一 瓢清^ 溥iこついて一
無限女雅客　'>為場智子　梅村誓子　上鳥雁于　濯江津子　川季栄子

回妁　私隣卑i-~-i;＼,f i 高値膚の生溥 剱おぶび意識U  ビのようなi ので哺 り 、それらを

構戎する鉾寮固がどのような`填豊をしているの･､ヽ を^  らh` にすらことを回的としてヽすで`
lこ曰常虫溥, ^ 孝聞 和 二ついて報ぜしてきtこ。^ 報でに高齢考 の社債ま洛r- ついて 、’職業

の痛脈ヽ帖ぺ、収ぺ誦､、粋ぺの恨差ヽ生活費 の% 担考 、貯省目的、桂滴満足泉 のク瓊目を
と;') ゐIf` 、1 れらの堆巨ロ

hi μヽしよ･うとしTこ.

倆* 堆目と倆*. 方法　調-t 堆目 の捺良ヽ調廬 方法μフい-r は前駆と同様r｀, 萬性Jo よ>■･
７つの4.油禰鳶（a  岸生沁 、社債ま治 、私権閣俸 、地戦社広t 汚 、偉年状熊、生汚糞餓 、

生活環堆)  iこついてμ項目を誰島し 、算計蔀 、X^捧良 、グラマーの関連降参を用いて漕 新
しか。I

鮮菓R 穆漕生淆飛魚 のを項a  と央漁して高い閣差水を示､しrニのは'■ 生溥費の兪才jl, j

であ っf こ. 狐って生汚費 の彝μ 遭が誰でヽあるかを寸･りこ高貧考の生活構監をみ1こ。乞汚 養

の奏μ 者i><`斜存型 の考46 ％と半私血く, 次い で`自助駆zi％ 、申 聞^zo ％で･あ・rこ。自助型

μｶ 職遭で男擾μﾀ<  ヽ配偶考心^め̂･卜 紅准 への閤､＼rや泌勧を辞つ考の和布 靫鳥P  。俸存
-  ̂は馬齢rこなるほど増 加し、表作で･弗職 の着がりく 、私有 への蘭心は仏い傾伺ぶみられiご。

②雅湾痛 犀｡彦でμ 、職掌の^ 佩 、卯へと闇ませず、を話満足彦など億､識項目 と献く閤まし

ていμ 。ir こヽ 生活蕭の負丿旦者μ体存型の考のタ が消足 の傾向を孕レていrこ。しもヽレヽ^

件的μはBA ％の秀が脈所的μ涵足してお';へ 万満ほダ ぶかっ;--。　りa**時* 櫛琲恥 碑採卵
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